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  Natural Reproduction Club of Japan
NRCJ自然再生倶楽部　結成趣意書
NRCJ自然再生倶楽部(Natural Reproduction Club of Japan)は自然環境保護活動の一団体として独自の運営、活動をしている組織であります。

1977年、自然環境保護を目的としてCSM クリーン サーフィン メンバーズを発足。その後、世界における自然環境保護の意識が高まる中、2002年、 自然再生倶楽部 (Natural Reproduction Club of Japan)と名称を改め現在に至っています。自然再生倶楽部は自然環境保護の一団体としてサーフィンスポーツ・レジャーを通じ海への関心を高め、青少年の健全な心身の育成を図るとともに、海岸の自然環境保護活動を目的とし、海岸地区におけるマナーの向上、サーファー間のコミュニケーション活動、加えて、水難救助をはじめとする日本赤十字社の活動へ積極参加をしています。
NRCJ自然再生倶楽部は各行政及び団体・企業・個人等の理解と協力を得て活動を行っています。





















自然再生倶楽部
総 則
名 称
本団体の名は、自然再生倶楽部とする。海外に対しては、Natural Reproduction Club of Japan (ナチュラル リプロダクション クラブ オブ ジャパン)　とする。略称はNRCJとする。

目 的
本団体は、我が国における自然環境保護の一団体として、サーフィンスポーツ・レジャーを通じ海への関心を高め、青少年の健全な心身の育成を図るとともに、海岸の自然環境保護活動を目的とし、海岸地区におけるマナーの向上、サーファー間のコミュニケーション活動、加えて、水難救助をはじめとする日本赤十字社の活動へ積極参加をする。

協 力
本団体は、各自治体及び団体・企業・個人等の理解と協力を得て活動を行う。

事務所
本団体は、事務所を千葉県館山市犬石1933-1に置く。
TEL: 0470-28-0336／FAX: 0470-28-2364／E-mail: info@nrcj-one.com／http://www.nrcj-one.com

事 業
本団体は、目的を達成するために次の事業を行う。
（１）自然環境保護のための海岸清掃および啓発活動の企画実施。
（２）遊泳者保護および海岸地区におけるマナーの確立。
（３）サーフィンを通じて自然環境保護に関する年間刊行物の発行。

組 織
本団体は、次の役員を置くことができる。
（１）代表委員
（２）常任委員
（３）委員
（４）相談役

選 出
常任委員は委員会で選出し、本団体を執行する。委員は常任委員会の推薦によって決定する。委員は機関として委員会を形成し、互選により代表委員および常任委員を選出する。
自然再生倶楽部
諮 問 
相談役は常任委員の依頼に対して適切な助言をする。

決 定
委員会は、委員の２／３以上の出席によって成立し、議決は常任委員の過半数の賛成によって決定する。なお、重要議題については２／３の賛成を必要とする。ただし、初年度にあたっては全員一致を原則とする。

任 期
役員の任期は2年とし、再任を妨げない。

解 任
役員が次の各号に該当するときは、委員会の決定により解任することができる。
ただし、定足数他は重要課題とする。
（１） 心身の故障のため、職務執行に耐えられないと認められたとき。
（２） 職務上の義務違反、その他役員たるにふさわしくない行為があると認められるとき。

各 部
委員会、常任委員会は次の部局を決定する。なお、各部には１名以上
の委員が加わることを必須とする。
運営部・事業部・広報・企画部・会計部。

資 格
自然再生倶楽部の趣旨を理解し、自然環境保護活動に参加できる各行政及び団体・企業・個人
等とする。

罰 則
本団体の名誉を傷つけ、または本団体の目的に違反する行為のあったとき除名とする。
 ただし、罰則は重要議題とする。

その他
本団体の目的を遂行するために必要な事項に付いては、委員会の提案に基づき、常任委員会にて決定する。
前記の条文を総則として決定する。
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